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問
に
対
し
、
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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
我
が
国
が
核
燃
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イ
ク
ル
の
推
進
を
基
本
的
方
針
と
す
る
理
由
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」（
平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、「
我
が
国
は
、
資
源
の
有
効
利
用
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
減
容
化
・
有
害
度
低
減
等
の
観
点
か
ら
、
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
、
回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
等
を
有
効
利
用
す
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
基
本
的
方
針
と
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
を
行
う
場
合
、
一
般
論
と
し
て
使
用
済
燃
料
を
直
接
処
分
す
る
場
合
よ
り
コ
ス
ト
は
高
く
な
る
が
、
資
源
の
有
効
利

用
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
減
容
化
・
有
害
度
低
減
等
の
利
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。


